























G. ディ [1] (1981)はかつて rPLC概念に対してマーケティング界にとほうもなく大き
な愛憎感情が並存している」と評したが，その後の状況は並存から分裂の方向へと進んでいる
ようにみえる。 1960年代末から始った「革新の普及(Innovation Diffusion) 理論」に基づ
く新製品成長モデル研究はその後めざましい発展を遂げたが，これはPLC理論を純化洗練し
たものといえる。半面近年における製品進化サイクル (Product Evolution Cycle) 理論の台
頭は，明らかにPLC理論にとって代ろうとする動きである。
( 1) Ibid. , p. 60 
(2) PEC理論については次の論文参照。
G. J. Tellis and C. M. Crawford,“An Evolutionary approach to Product Growth Theoｭ











究」の 3 つの領域に焦点を絞って PLC理論の歴史を簡単に振り返ってみることにする。
(1) PLCの基本概念の生成と発展
R. バゼル[2J (1966) はPLC模型の正確な起源は不明としたうえで， s字型の成長曲線
の基本的な考えは社会学者であった G. タルド[3Jが1900年頃革新の採用の歴史の中にこの種
の一般的パターンを発見したことに始まるのではなし、かと推測している。また S字型モデノレを
















(3) PLC曲線には図 5 (後出〉のようにさまざまの形があるが，基本型は釣鐘型である。 S字型とは
これの左半分すなわち成熟期までの曲線を指している。

















ン社の C. ジョーンズ[8Jは「経営的視点からみた製品開発J という研究発表を行っているが，
彼は官頭この発表は同社の包括的研究プロジェクトの成果の一部であるとしたうえで，研究は
250人以上の専門的経営コシサノレタント，同社の顧客会社の新製品に関する300以上の報告，新
製品マネジメントに関する 15の全国会議やセミナー， 600の各種の文書から抽出した2， 000の事







































なる要素は次の 3 点である。 (1)製品は導入期，成長期，成熟期，表退期を異ったスピードで通
過する (2)利益率は成長期に急勾配で上昇し，そして成熟期になると販売量は上昇しつづけて







































論文を通して， P L C理論が創世時代からすでに多くの批判を受けていたこを知るのである。
マッキンゼ一社にはノミットンのほかにも D. クりフォード[10， 11J (1965) という論客がい
だが，ここで日本と関係の深いもう一つの研究に触れておきたい。スタンフォード研究所 CS
R I)は1955年以来企業成長と長期経営計画に関するプロジェクト研究を実施したが，その中


























小田正也， r製品のライフサイグノレ一一一般論J Marketing と広告第88号。 1964年。野村総合研究所
「成長商品分析J，同社の総合研究 No. 1, No.2, 1966年，同「成長商品J 日経新書， 1968年など。
(9) このほかアーサー D. リトル社などもレポートを発表している模様である〈今居謹吾「ライフサイ
グ Jレの理論と実際J 日本能率協会， 1980年による〉
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統的に寿命を延長し市場を拡大したナイロンを参考モデルとしてあげている(図 2) 。 ナイロ















長期計画，先行計画の必要性と連続性のある行動を重視するレピットにとって， P LC のも
つ長期的視野はまさに願つでもないことで、あったのである。彼の知名度と説得力がPLC概念
を大衆化するうえで絶大な力を発揮したことはいうまでもない。






















(11) Ibid. , p. 354 




































































(1969) である。彼の「耐久消費財の新製品成長モテ、ル」は初期の L. A. フオートと J. W. 










と，時間 T における購入確率 P(T) はその時までの購入者総数 Y(T) の一次関数であると
パスは仮定する。
Pの=ρ+去Yの (1) 
P と qjm はともに定数であるが， p は T=O のときの初回購入確率であり，時間の測定尺度を
選んで、ロジャースのいう革新者の割合に一致させることができる。一方 qjmY(T) は模倣者
に及ぼす既購入者の圧力である。いま採用の密度関数を f(T) ， 時間 T までのその累積関数を
F(T) ， 最終的な購入者の総数を m とすると上の式は次のようになる。
(13) フオート=ウッドロ y グ・モデルは後出の(1)， (2)式で q=O のケースに相当し，マンスフィーノレド
の推計式は þ=O のケースに相当する。
(14) V. マハジャン他 [21] (1990) はパスのいう革新者は必ずしもロジャースの定義したような最初の
採用者である必要はないとし， ρ と q は外部影響係数，内部影響係数と呼ぶべきだとしている。
-212一
プロダクト・ライフサイクル理論の基本問題
f(T) . . q 
P(T) =一一一一一一 =p+ _~_Y(T)=p+qF(T) 
l-F(T) 































したがって Y(T)=mF(T) は S字型の累積採用者分布曲線を表す。そして T 時点の採用
者数 mf(T) すなわち販売量は q>p の場合，次第に増加してピークに達したのち減少する
山型の曲線となる。成功する新製品については通常 q は D に比べかなり大きく，従って販売
量のピークは累積販売量が約im に達した時点である。パスはルーム・エアコン， 電気冷蔵
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ャン， E. ミューラー， F. パス [23J (1990) の論文にくわしい。
(3) PLCの実証的研究
60年代に入ってから PLCの実証的研究が発表され始めたが， P LCに関する多量の文献の
中での比重や，数万いや数十万とみられる商品の種類と対比すれば，これまで、行われた実証的
研究の量はあまりにも少ない。






































































つぎにリンク=スワンのあげた19の実証研究のなかから，もっとも有名な R. ポリと V. ク
ック [25J (1969) の論文を紹介する。彼らの研究は(l)PL Cの操作可能なモデルの展開 (2)モ
デルのパフォーマンスを評価する客観的なテスト統計量を定める (3)非耐久消費財 140 の販売
高を利用したテスト結果を表すことを意図している。まずPLCの操作モデルの主要構成要素
を1)販売額の変化 2)各段階の判定 3)順序だった販売額の推移の 3 っとした。販売額のデー
タを人口の伸び率，一般的経済活動状況で調整した後，これらの実質販売額の年年の広変化を
計算する。そして広変化は平均値 0 の近似正規分布と仮定し， P LC各段階の境界を次のよう
iに峨こ喰決め枇た。0%級矧変劉枇イ化伽ヒω除カ 1 ~. ~ ~，~~ 1 2 ~ ~"-.I - ~ 1.... ---~-，y....~ - 2 
内の値なら成熟期である。成熟期はさらにプラスなら持続成熟，マイナスなら表退成熟，小さ






製品クラス 20 50.0 25.0 1. 00 
製品フォーム 31 67. 7 35.5 2.10 
計 51 60.8 31. 3 1. 55 
食品:
製品クラス 16 18.8 .. 0.23 
製品フォーム 40 20.0 10.0 0.25 
計 56 19.6 7.1 0.24 
シカ・レット:
製品クラス 1 .. .. .. 
製品フォーム 5 .. .. .. 
プランド 27 55.5 51. 9 1. 25 
計 33 60.6 51. 5 1. 54 
製品フォーム合計 76 43.4 22.4 0.75 















































PLC理論の解説のなかで， P L C批判の急先鋒として必ず紹介されるのがN. ダーラと s.







































これに対して B.M. エニス， R. ラガルス， A. E. プレノレ [28J (1 977) の 3 人はPLC の伝統














































マーガリンの 2 商品を取りあげ説明している。コールド・シリアルの場合第 2 次大戦以前から
存在しているレギュラータイプは47年"-'64年の期間，販売量は全く横ばいであるが， 47年以降
に市場導入された砂糖で、味付けした製品と， 53年に市場導入された栄養強化製品の販売量がこ
























































いまある非耐久財が発売されたとし，この時点 (T=l) を起点とした第 T期の販売量 ST は
次の式で表わされる。
ST=UT X bT X QT (A) 
UT は第 T期における潜在顧客者数(世帯財の場合は同世帯数〉であり， bT は第 T期にお
ける購入者の割合 QT は購入者一人当たりの購入量である。購入率九は第 T期までの購入
経験率向と第 T期の購入継続率 CT の積として表せるから (A)式は次のようになる。
ST = U T X aT X CT X QT (B) 
さて対象となる人口や世帯数の増減は調整してあるから ， UT は一定である。 (B) 式の右辺
の変数のうち購入経験率。T は O に近い値からスタートしたのち次第に上昇するが最大で、も 1
を超えることはない。 CT も 1 以下の数値である。従って aT が上限に達した後の ST は CT と QT
の動向が鍵をにぎることになる。すなわち購入経験率が上限に達してからの販売量は，購入者
一人(または一世帯)当たりの購入量と購入継続率の動きに左右されるが， CT はその頃はかな
り安定しているのが普通であるから ， ST はもっぱら QT に依存することになる。 QT は一般的
には可処分所得および競合商品をふくむ商品の価格の関数であるとみられる。すなわち理論的
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